
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

操作体験演習 

●参加申込み方法 
参加ご希望の方は、裏面の申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお送り下さい。また、メールでも申し込みができ

ます。申込者には、受付確認書を送付いたしますので、ご承知おき下さい（申込締切：３月２日（月））。  
●申込先／問合先（事務局） 
（財）日本総合研究所 特別研究本部 （担当：清水） 

 電話：03-5275-1570       FAX：03-5275-1569     E-mail：gis@jri.or.jp 

【対象】 自治体・ＮＰＯ・市民団体・教育機関（大学生以上）等の関係の皆様 

主催 国土交通省国土計画局  共催 北海道ＧＩＳ・ＧＰＳ研究会   
後援 北海道（予定）、札幌市（予定）、地理情報システム学会 

「地理空間情報活用推進基本法」の施行や「地理空間情報活用推進基本計画」の策定を踏まえ、ＧＩＳを広く普及させ
ていくため、地域的な連携強化とともに、ＧＩＳに関するスキルを持った人材やＧＩＳの利活用を企画できる人材を育成
することが必要と考えられます。そこで、本ワークショップでは、ＧＩＳのスキルアップや連携強化を目指し、講演及び
参加者のニーズにあわせた基礎的レベルからの講習を実施するとともに、交流の「場」（マッチング）のきっかけとなる意
見交換会を予定しております。地域の多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

―地域の課題解決等に向けたＧＩＳの利活用― 

日時：平成２１年３月５日（木） 
会場：大学共同利用施設（ＡＣＵ）・小研修室「E」
住所：札幌市中央区北３条西4 丁目1 

日本生命札幌ビル5 階 
電話：011-272-3838   
交通〔最寄駅〕地下鉄さっぽろ駅から1 分、ＪＲ札幌駅から4 分

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

10:00 開場（ＧＩＳ広報ビデオ上映〈前半〉） 

10:20 開会、挨拶 

10:30～11:20 講演 

◆北海道大学大学院文学研究科准教授 橋本 雄一 氏 
 

11:20～11:50 事例講習（基礎知識習得）  

◆（株）シン技術コンサル 常務取締役 志村 一夫 氏 
 

11:50 昼食・休憩【事例紹介ビデオ上映〈後半〉】 

13:00～15:40 ワーク 

（「地図太郎」によるＧＩＳ操作体験演習） 

◆東京カートグラフィック（株）社長 猪原 紘太 氏 
  

15:40 休憩 

15:50～16:50 意見交換会 

◆コーディネータ 北海道GIS･GPS 研究会  

事務局長 藤原 達也 氏 

16:50 閉会（事後アンケート実施） 

プログラム（詳細は裏面参照）

開催：平成21 年３月５日(木)

 

参加無料 
（事前申込制 ◆定員40 名）



プログラム（詳細：予定） 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

氏名      E-mail       

貴団体名   所属部署・役職    

住所 〒                

ＴＥＬ  （    ）   ＦＡＸ  （    ）  

 ※お申し込み頂きました参加者の個人情報は、今後、国土交通省主催のＧＩＳに関するセミナー等のご案内の目的に限って利用させていただきます。
 個人情報の取り扱いにつきましては、当研究所個人情報保護方針に則り、厳重に管理し、第三者への提供、所外への業務委託はいたしません。 

「地理空間情報の地域における利活用とその基本的考え方（仮題）」

 講演 北海道大学大学院文学研究科准教授 橋本 雄一 氏 
 ワークの内容の理解につながるよう、地理空間情報の利活用に資する基本的な考え方や、どのようなことに役立つのか等に

ついて、農林業・環境分野など北海道の地域的な課題に対するニーズを踏まえた話題で構成します。 

●講演 10:30～11:20    

申 込 書 ＜締切：２月９日（月）＞ FAX：０３-５２７５-１５６９   E-mail：gis@jri.or.jp

「事例から学ぶＧＩＳ － 地域的な課題解決のツールとしてのＧＩＳの利活用の拡がり」 

 講師 （株）シン技術コンサル 常務取締役 志村 一夫 氏 
 ＧＩＳ・地理空間情報が地域の課題解決に役立つツールであることを、北海道の活用事例を中心に紹介しつつ、理解しやすい

内容で構成する。 

●事例講習 11:20～11:50    

「ＧＩＳを地域のコミュニケーション・ツールに！－ＧＩＳ体験ワークショップ」 
講師 東京カートグラフィック（株）社長 猪原 紘太 氏 
「Word、Excelを使える人なら誰でも使える」ことをコンセプトに開発されたコンパクトＧＩＳ「地図太郎」。「ＧＩ

Ｓは高価で難しい、自分で触ったことがない」という方々でも、ＧＩＳを道具として業務や趣味に活かせるよ

う、実際の活用事例から効果的な使い方等を学びます。使い方はあなた次第！ 是非一度触れてみて

下さい。あなたのＧＩＳの世界が変わります。 

 
 

●ワーク 13:00～15:40    

申 込 書 ＜締切：３月２日（月）＞ 

「地域の課題解決に資する地理空間情報の利活用 ― 市民参加と連携による普及」 
  
 コーディネータ 北海道GIS･GPS 研究会 事務局長 藤原 達也 氏 

 ＧＩＳ専門家等を含めて意見交換を行い、連携の強化や組織的な取り組みに向けての関係の増進を図る機会とします。 
 

●意見交換会（全体会） 15:50～16:50    

実践演習 

◆ワーク① 活用力習得（基本説明）・・「地図太郎」の基本的機能を学ぶ。 
 

◆ワーク② 操作演習(1)・・・・・・・・「地図太郎」の基本操作から使い方の基礎を学ぶ。 

（14:10～14:20 休憩） 
 

◆ワーク③ 操作演習(2) ・・・・・・・データの収集・入力作業を体験し、レイヤー、データベース等の 

共有・発信の方法等のノウハウを習得します。 


